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校長 加 藤 和 彦
３月に入り今年度も残すところあとわずかとなりました。３年生の教室には「卒業まであと○○日」とい

う掲示があり、残り少ない中学校生活を大切にしようという気持ちが伝わってきます。３年生に限らず１年
生、２年生も残りの時間を大切にしてほしいと思います。
今年度の卒業式は３月１２日（金）に実施します。また、修了式は１９日（金）

となります。卒業式・修了式を目前に控えた学年末という節目は、生徒が進学や
進級に対する心構えをつくる大切な時期です。これまで、自分が積み重ねてきた
学び、仲間と築き上げた絆など、かけがえのない経験に自信と誇りをもち、４月
から始まる新しい生活に向けた心構えが育つよう指導、支援してまいります。
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本校では７つの部が活動をしています。運動部は

４月の市郡春季大会から公式試合がスタートする予

定です。現在の各部の活動状況等をお知らせします。

〔野球部主将：２年 天野 壮〕

この冬、基礎トレーニングに重点的に取り組んだ結果、全員

の体力が向上し、スイングの形も良くなってきました。部の雰囲

気は良く、声を出して集中できるようになってきました。しかし、

練習の終盤に集中力がなくなることもあります。野球は最後ま

で集中を途切らせてはいけないスポーツなので、今後の試合

などで経験を積みながら改善していきたいです。目標の全県

大会出場を全部員が自覚して取り組んでいきます。

〔バレーボール部主将：２年 三村 紅葉〕

私たちの目標は『全県大会出場』です。その目標に向かって、

部員で話し合って決めたことを意識して日々の練習に取り組

んでいます。「集中する」「メリハリをつける」などの私たちが苦

手とするものがその内容となります。私たちの一番の長所は

「元気」です。その「元気」を生かして、一日一日の練習を大切

にして目標達成を目指して頑張っていきます。

〔ソフトテニス部主将：２年 安倍 廉〕

僕たちソフトテニス部は１年生６人、２年生１１人で毎日の練習

を頑張っています。今はシーズンオフですが本格的にコートで

打つときに、より良いストロークができるようになるため、ラン

ニングや筋トレに力を入れて練習しています。毎日厳しい練習

が続いていますが、あと一ヶ月位でコートでの練習ができるよ

うになるので、屋内練習もラストスパートで頑張りたいです。

〔ラグビー部主将：２年 加藤 藍斗〕

僕たちラグビー部は「東日本大会優勝」という高い目標に向

けて、日々の練習を頑張っています。現在のメイン練習となる

コンタクトプレーの他、筋トレやランニングメニューに取り組ん

でいます。４月からは新１年生も加わるので、毎日の地道な基本

練習などを今以上に真剣に取り組むよう、チームをリードして

いきたいと思います。

〔卓球部主将：２年 川越 駿〕

卓球部は全県大会出場を目指して頑張っています。日々の

活動では、‘自分で判断する’ということを心掛けています。私

たちは、まだゲームでは緊張したり、しっかり判断したりするこ

とができずにいるので、自分たちで考え、判断する練習を重

ね、ゲームや大会でも全ての実力を出しきれる力を付けたい

と思います。

〔吹奏楽部部長：２年 鈴木 真由〕

私たちは基礎練習を主に行い、音色づくりに力を入れ活動し

ています。また、山田先生のご指導のもと合奏を行っていま

す。練習は真面目に一生懸命取り組み、コンクールで‘ゴールド

金賞’をとるという夢を叶えられるよう日々努力しています。私

たち吹奏楽部はよく笑う、明るく楽しい部活ですが、やるとき

は一生懸命やります。これからも皆さんに素晴らしい演奏を届

けられるよう頑張ります。

〔美術部部長：２年 鎌田ゆきの〕

美術部は学校で一番にぎやかな部活だと思います。部員一

人一人が個性的で、毎日ワイワイ楽しく活動しています。しか

し、やるときはしっかりやりとげます。今は新しい画材を使って

みたり、アドバイスし合ったりして、より上手く描けるよう努力し

ています。「美術部に任せれば間違いない！」と思ってもらえ

るように全部員で頑張っていきます。

今年度も最後の一ヶ月となりました！

「 第29回卒業証書授与式」

〔日時〕令和３年３月１２日（金）
午前１０時

〔式場〕本校体育館

今年度「卒業式」を上の日時等で実施いたします。例年
でありますと、地域の方々からもお越しいただき、卒業生
の晴れの門出をお祝いいただいておりましたが、感染症拡
大防止の観点から参加者は、卒業生、保護者、
在校生、教職員とすることといたしました。
ご理解をお願いいたします。


